
６億２，６００万円 

 

令和３年度 四国中央市 一般会計補正予算（第 12 号）の概要 

 

 

 

 

１  補 正 予 算 の 規 模 

６億 2,600 万円   （補正後予算額 427 億 8,300 万円） 

【歳入】  国庫支出金 ６億 2,600 万円  

 

 

 

２  補 正 予 算 の 内 容 

 

Ⅰ  子育て世帯臨時特別給付事業 

 

12月議会初日に議決の先行給付分の５万円と合わせ、子供一人当たり 10万円の給付

を行います（追加補正予算額は５万円分）。中学生以下の児童を持つ家庭には、児童手

当の仕組みを活用して、年内に現金 10万円を支給します。 

 

① 支給対象者   （１）令和３年９月分の児童手当の受給者 

      （２）基準日（令和３年９月 30日）時点で平成 15年４月２日～ 

平成 18年４月１日生まれの児童（高校生）を養育する者 

                           （３）基準日時点で里親や障がい児入所施設の設置者 

              （４）基準日の翌日以降から令和４年３月 31日までに出生した 

児童の父母または里親及び施設設置者 

 

② 対象者数   約１２，５００人 

 



９． 支給方法 口座振込（初回振込日：１２月２７日（月））

７． 対象者数 7,055世帯　（児童数…約12,500人）

８． 支給額 児童１人当たり10万円

５．
事業費内訳
（追加分）

給付金　　6億2,500万円（支給対象者　＠5万円×12,500人）
事務費　　        100万円（通信運搬費等）

６．
事業内容
及び対象者

【児童手当（本則給付）の支給を受けている者等への給付】
以下のいずれかに該当する者                ※基準日：令和3年9月30日
　① 令和3年9月分（令和３年９月に出生した児童については令和３年
　　10月分）の児童手当の支給を受けている方
　② 基準日時点で平成15年4月2日～平成18年4月1日生まれの児童
　　（高校生）を養育する者
　③ 基準日時点で里親や障害児入所施設の設置者
　④ 基準日の翌日以降から令和4年3月31日までに出生した児童の父母
　　または里親及び施設設置者（令和3年10月以降の児童手当受給者）

※ 児童手当の認定が保留中の者については、令和3年9月分の児童手当
　 受給者であると認定された後に支給

３． 事業費総額
　12億5,800万円
(国庫補助事業：補助率10/10）

４． 追加補正額
　　6億2,600万円
(国庫補助事業：補助率10/10）　　　　　※　既補正額　６億3,200万円

１． 担当課 福祉部　こども課

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、その影響が様々な人々に
及ぶ中、子育て世帯については、子供たちを力強く支援し、その未来を拓
く観点から、子育て世帯（0歳から18歳以下の児童がいる世帯）に対し、
子供一人当たり10万円の給付を行う。具体的には、既に支給通知をしてい
る12月27日の現金5万円支給に加え、追加の現金5万円についても合わせ
て一括で支給する。

２． 事業目的

子育て世帯臨時特別給付事業
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